
 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

組 組 組 組 組 組 組

9

1

0

10

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

①技能テスト（補習も含む）
②小テスト

①ワークシート・レポートの内容
②活動観察

○

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

1

1

・勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の
高め方、運動観察の方法などを理
解するとともに、作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開す
ることができるようにする。

・サッカー
・バレーボール

○ ○

○ 6

10○ ○

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

9

7

・クロールや平泳ぎで、手と足の
動き、呼吸のバランスを保ち、安
定したペースで長く泳いだり早く
泳いだりすることができるように
する。

・水泳(クロール、平泳ぎ)

○

○

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

6

・中間走へのつなぎを滑らかにし
て速く走ることができるようにす
る。

・記録の向上に向けて取り組む姿
勢を養うことができるようにす
る。

・陸上競技(短距離走)

・体力テスト
○ ○

6○

8

5

・中間走の高いスピードを維持し
て速く走ることができるようにす
る。

・陸上競技(短距離走)

○

○
・技能テスト
・学習に取り組む状況

8○ ○

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

4

・集団行動の意味を理解し、他と
協力して活動できる姿勢を養える
ようにする。

・毎時間実施することで基礎体力
を維持向上することができるよう
にする。

・集団行動

・体つくり運動
○

1

2

・クロールや平泳ぎで、手と足の
動き、呼吸のバランスを保ち、安
定したペースで長く泳いだり早く
泳いだりすることができるように
する。

・水泳(クロール、平泳ぎ)

○

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

1

2

・自己のペースを維持して、一定
の距離を走り通し、タイムを短縮
したり競走したりできるようにす
る。

陸上競技(長距離走)

○

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

・武道の特性を理解することがで
きるようにする。
・相手を尊重し、伝統的な行動の
仕方を大切にしようとすることが
できるようにする。

・リズムの特徴を捉え、変化とま
とまりを付けて、リズムに乗って
全身で踊ることができるようにす
る。

・柔道

・ダンス
○

○

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

○

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや
喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続す
ることができるようにするため、運動の多様性や体力の
必要性について理解するとともに、それらの技能を身に
付けるようにしている。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題
を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し
判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他
者に伝える力を身に付けている。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組
む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、
一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育て
るとともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継
続して運動に親しむ態度を身に付けている。

学

期
月 具体的な指導目標

アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日） 配

当

時

間

評

価

①学習に取り組む状況・ふりかえりの状況

評価方法と割合：

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

現代高等保健体育（大修館）

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続することが
できるようにするため、運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに、それらの技能を身に付けるようにす
る。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、自
己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一人一人
の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して運動に親し
む態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

（１組：菅原・財津・安田） （２組：菅原・財津・安田） （３組：菅原・財津・安田） （４組：菅原・財津・安田） （５組：菅原・財津・安田） （６組：菅原・財津・安田） （７組：菅原・財津・安田）

保健体育 体育
保健体育 体育 3

高等学校 令和７年度（1学年用）　　 　教科

7

1

・自己のペースを維持して、一定
の距離を走り通し、タイムを短縮
したり競走したりできるようにす
る。

陸上競技(長距離走)

○ ○ ○

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

12

○ ○

8

3

2

・

３

・勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の
高め方、運動観察の方法などを理
解するとともに、作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開す
ることができるようにする。

・バスケットボール
・テニス
・体育理論

○ ○ ○

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況



 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

評価方法と割合：

組 組 組 組 組 組 組

安全な社会生活について調べ、ま
とめることができる。
・安全な社会づくりには、環境の
整備とそれに応じた個人の取り組
みが必要であること。また、交通
事故を防止するには、車両の特性
の理解、安全な運転や歩行など適
切な行動、自他の生命を尊重する
態度、交通環境の整備が関わるこ
と。交通事故には補償をはじめと
した責任が生じることを理解して
いる。
・適切な応急手当は、傷害や疾病
の悪化を軽減できること。応急手
当には、正しい手順や方法がある
こと。また、応急手当は、傷害や
疾病によって身体が時間の経過と
ともに損なわれていく場合がある
ことから、速やかに行う必要があ
ることを理解しているとともに、
心肺蘇生法などの応急手当を行う
技能を身に付けている。

１

・

２

・

３

3

安全な社会生活
・事故の現状と発生要因
・安全な社会の形成
・交通における安全
・応急手当の意義とその基本
・日常的な応急手当
・心肺蘇生法

小テスト
レポート、提出物の状況
学習に取り組む状況、ふりかえ
りの状況

○ ○

2

2

1

・感染症とは何かについて潜伏期
間や感染力なども含めて説明でき
る。
・新興感染症と再興感染症が流行
する要因をそれぞれ説明できる。
・感染症の予防対策について３原
則から例をあげて説明できる。
・感染症への個人と社会の対策に
ついて例をあげて説明できる。

1

2

・現代の感染症
・感染症予防

○ ○ ○

確認テスト、
レポート、提出物の状況
学習に取り組む状況、ふりかえ
りの状況

・生活習慣病の予防と回復

1

0

○ ○ ○

確認テスト、
レポート、提出物の状況
学習に取り組む状況、ふりかえ
りの状況 3

・がんの種類や原因について説明
できる。
・がんの一次予防と二次予防につ
いて例をあげて説明できる。
・がんのおもな治療法や緩和ケア
について説明できる。
・がん検診の普及や情報サービス
の整備などの社会的な対策につい
て説明できる。

1

1

・がんの原因と予防
・がんの治療と回復

○ ○

○ ○ ○

確認テスト、
レポート、提出物の状況
学習に取り組む状況、ふりかえ
りの状況

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

①確認テスト
②授業プリントの内容

①確認テスト
②授業プリント・レポートの内容

3

・薬物乱用が心身の健康や社会に
及ぼす影響について説明できる。
・薬物乱用防止のための個人や社
会環境への対策例をあげることが
できる。

・薬物乱用と健康

9

・生活習慣病の種類と要因につい
て説明できる。
・生活習慣病の一次予防、二次予
防について例をあげて説明でき
る。

3

○

確認テスト、
レポート、提出物の状況
学習に取り組む状況、ふりかえ
りの状況

○

評

価

①意欲的に学ぼうとする態度
②出欠席・遅刻・忘れ物
③提出物

確認テスト、
レポート、提出物の状況
学習に取り組む状況、ふりかえ
りの状況

2

確認テスト、
レポート、提出物の状況
学習に取り組む状況、ふりかえ
りの状況

4

4

・思春期における体の変化を、女
性と男性に分けて説明できる。
・思春期の心の発達にかかわって
起こる問題について例をあげるこ
とができる。

・思春期と健康

○ ○

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深め
るとともに、技能を身に付けるようにしている。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合理
的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、目的や状況に応じて他者に伝える力を身に付
けている。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれをさせる環境
づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度
を身に付けている。

学

期
月 具体的な指導目標

アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日）

保健体育 保健 1

高等学校 令和７年度（１学年用）　　 　教科

【思考力、判断力、表現力等】
健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、目的や状況に応じ
て他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれをさせる環境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

（7組：安田）

現代高等保健体育（大修館）

【 知　識　及　び　技　能 】 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身に付けるようにする。

（1組：菅原） （2組：財津） （3組：安田） （4組：財津） （5組：菅原） （6組：飯泉）

5

保健体育 保健

配

当

時

間

○

・性意識の男女差について例をあ
げて説明できる。
・性情報が性行動の選択に影響を
及ぼす例を挙げることができる。

5

・性意識と性行動の選択
（・避妊法と人工妊娠中絶）

○ ○

○ 8

・喫煙者やその周囲の人に起こる
害について説明できる。
・喫煙対策について、個人と社会
に分けて例をあげて説明できる。
・飲酒による健康への短期的影響
と長期的影響を説明できる。
・飲酒による健康問題に対する個
人や社会環境への対策について例
をあげて説明できる。

6

・

７

・喫煙と健康

・飲酒と健康

確認テスト、
レポート、提出物の状況
学習に取り組む状況、ふりかえ
りの状況

○ ○ ○



 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

１

組

２

組

３

組

４

組

５

組

６

組

７

組

6

3

2

・

３

・勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、作戦に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開することが
できるようにする。

・バレーボール
・卓球
・体育理論

○ ○ ○

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

6

1
・自己のペースを維持して、一定の
距離を走り通し、タイムを短縮した
り競走したりできるようにする。

陸上競技(長距離走) ○ ○ ○

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

6

○ ○

（１組：坂井・根本・安田・角田・飯泉） （２組：坂井・根本・安田・角田・飯泉） （３組：坂井・根本・角田・斎藤・寺島・飯泉） （４組：坂井・根本・角田・斎藤・飯泉） （５組：坂井・根本・角田・見須・斎藤） （６組：坂井・根本・角田・見須・斎藤） （７組：坂井・根本・角田・飯泉）

保健体育 体育
保健体育 体育 2

高等学校 令和７年度（2学年用）　　 　教科

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

現代高等保健体育（大修館）

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続するこ
とができるようにするため、運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに、それらの技能を身に付けるよ
うにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一人
一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して運
動に親しむ態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践に関する具体的な事項や生
涯にわたって運動を豊かに継続するための理論について
理解しているとともに、目的に応じた技能を身に付けて
いる。

自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な
解決に向けて、課題に応じた運動の取り組み方
や目的に応じた運動の組み合わせ方を工夫して
いるとともに、それらを他者に伝えている。

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう、
運動の合理的、計画的な実践に自主的に取り組もうと
している。

学

期
月 具体的な指導目標

アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日） 配

当

時

間

評

価

①学習に取り組む状況・ふりかえりの状況

評価方法と割合：

2

・クロールや平泳ぎで、手と足の動
き、呼吸のバランスを保ち、安定し
たペースで長く泳いだり早く泳いだ
りすることができるようにする。

・水泳(平泳ぎ)

○

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

1

2

・自己のペースを維持して、一定の
距離を走り通し、タイムを短縮した
り競走したりできるようにする。

陸上競技(長距離走)

・武道の特性を理解することができ
るようにする。
・相手を尊重し、伝統的な行動の仕
方を大切にしようとすることができ
るようにする。

・勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、作戦に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開することが
できるようにする。

・柔道

・バドミントン
・バスケットボール

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

○ ○ ○

○ ○9

1

0

○

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

・集団行動の意味を理解し、他と協
力して活動できる姿勢を養えるよう
にする。

・毎時間実施することで基礎体力を
維持向上することができるようにす
る。

・集団行動

・体つくり運動
○ ○

1

6

7

5

5

・中間走の高いスピードを維持して
速く走ることができるようにする。

・記録の向上に向けて取り組む姿勢
を養うことができるようにする。

・陸上競技(短距離走)

・体力テスト
○

○
・技能テスト
・学習に取り組む状況

6○ ○

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

4

6

・クロールや平泳ぎで、手と足の動
き、呼吸のバランスを保ち、安定し
たペースで長く泳いだり早く泳いだ
りすることができるようにする。

・水泳(クロール・平泳ぎ) ○

○

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

・次走者がスタートするタイミン
グやバトンを受け渡すタイミングを
合わせることができるようにする。

・クロールで、手と足の動き、呼吸
のバランスを保ち、安定したペース
で長く泳いだり早く泳いだりするこ
とができるようにする。

・陸上競技(リレー)

・水泳(クロール) ○ ○

6○

○

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

6

8

8

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

①技能テスト（補習も含む）
②小テスト

①ワークシート・レポートの内容
②活動観察

○

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

1

1

・勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の高
め方、運動観察の方法などを理解す
るとともに、作戦に応じた技能で仲
間と連携しゲームを展開することが
できるようにする。

・ソフトボール
・バドミントン
・バスケットボール

○ ○



 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

評価方法と割合：

組 組 組 組 組 組 組

2

2

3

2

・働くことの意義と健康とのかか
わりについて説明できる。
・働き方や働く人の健康問題の変
化について説明できる。

・働くことと健康

7

1

○ ○ ○

確認テスト、小テスト
レポート、提出物の状況
学習に取り組む状況、ふりか
えりの状況

4

・妊娠・出産の過程における健康
課題について説明できる。
・妊娠・出産期に活用できる母子
保健サービスの例をあげることが
できる。

・妊娠・出産と健康

○

確認テスト、小テスト
レポート、提出物の状況
学習に取り組む状況、ふりか
えりの状況

○ ○

5

6

・家族計画の意義と適切な避妊法
について説明できる。
・人工妊娠中絶が心身に及ぼす影
響について説明できる。
・心身の発達と結婚生活の関係に
ついて説明できる。
・結婚生活を健康的に送るために
必要な考え方や行動をあげること
ができる。

・避妊法と人工妊娠中絶

・結婚生活と健康 ○ ○

保健体育 保健
保健体育 保健 1

高等学校 令和７年度（2学年用）　　 　教科

【思考力、判断力、表現力等】
健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、目的や状況に応
じて他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれをさせる環境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養
う。

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

（7組： 坂井　）

現代高等保健体育（大修館）

【 知　識　及　び　技　能 】 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身に付けるようにする。

（1組：　根本　） （2組： 角田　） （3組： 根本　） （4組：　見須　） （5組：　坂井　） （6組：　角田　）

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深
めるとともに、技能を身に付けている。

健康についての自他や社会の課題を発見し、合理
的、計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に、目的や状況に応じて他者に伝えている。

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれをさせる環
境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む
ための学習に主体的に取り組もうとしている。

学

期
月 具体的な指導目標

アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日） 配

当

時

間

評

価

①学習に取り組む状況・ふりかえりの状況

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

①確認テスト
②授業プリントの内容

①確認テスト
②授業プリント・レポートの内容

2

4

・性感染症・エイズがほかの感染
症と異なる点について説明でき
る。
・性感染症・エイズの予防とその
対策について個人と社会に分けて
例をあげることができる。
・生活習慣病の種類と要因につい
て説明できる。
・生活習慣病の一次予防、二次予
防について例をあげて説明でき
る。

・性感染症・エイズとその予防

・生活習慣病とその予防
9

・精神疾患の例をあげ、発病の要
因とおもな症状について説明でき
る。
・現代社会における精神保健の課
題をあげることができる。
・精神疾患を予防する方法につい
て説明できる。
・精神疾患の早期発見のために必
要なことについて説明できる。

3

○

確認テスト、小テスト
レポート、提出物の状況
学習に取り組む状況、ふりか
えりの状況

・精神疾患の治療について例をあ
げて説明できる。
・精神疾患の適切な治療や回復の
ためには、どのような社会環境が
必要か説明できる。
・労働災害の種類とその原因につ
いて例をあげて説明できる。

1

1

・精神疾患からの回復

・労働災害と健康

○

4

2

・職場がおこなう健康に関する取
り組みについて説明できる。

○ ○ ○

確認テスト、小テスト
レポート、提出物の状況
学習に取り組む状況、ふりか
えりの状況

○ ○ ○

確認テスト、小テスト
レポート、提出物の状況
学習に取り組む状況、ふりか
えりの状況

1

2

・健康的な職業生活

○ ○ ○

小テスト
レポート、提出物の状況
学習に取り組む状況、ふりか
えりの状況

・精神疾患の特徴

・精神疾患の予防

1

0

○

63

・応急手当の意義について説明で
きる。
・傷病者を発見したときに、確
認・観察するポイントをあげるこ
とができる。
・日常的なけがや熱中症の応急手
当の手順や方法について説明でき
る。
・実際に、日常的なけがや熱中症
の応急手当ができる。
・心肺蘇生法の方法と手順につい
て説明できる。
・実際に、心肺蘇生法をおこなう
ことができる。

１

・

２

・

３

・応急手当の意義とその基本

・日常的な応急手当

・心肺蘇生法

○ ○ ○

小テスト
レポート、提出物の状況
学習に取り組む状況、ふりか
えりの状況

○

確認テスト、小テスト
レポート、提出物の状況
学習に取り組む状況、ふりか
えりの状況

・加齢にともなう心身の変化につ
いて例をあげて説明できる。
・高齢社会に必要な社会的な取り
組みについて例をあげて説明でき
る。

・中高年期と健康

○○○

確認テスト、小テスト
レポート、提出物の状況
学習に取り組む状況、ふりか
えりの状況



 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

教科担当者： （ ）

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

1

組

2

組

3

組

4

組

5

組

6

組

7

組

3

・自分に合った運動種目を選択
し、生涯スポーツに繋げる。

・勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の
高め方、運動観察の方法などを理
解するとともに、作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開す
ることができるようにする。

・ソフトボール、サッカー、ハンドボール、
バドミントン、卓球、トレーニング、バレー
ボール、バスケットボール、テニス

○ ○

1

○

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

保健体育 体育
保健体育 体育 3

高等学校 令和７年度（3学年用）　　 　教科

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

現代高等保健体育（大修館）

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊かに継続することが
できるようにするため、運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに、それらの技能を身に付けるようにす
る。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、自
己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一人一人
の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して運動に親し
む態度を養う。

１～７組：菅原・見須・角田・坂井・根本・寺島・斎藤・飯泉

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

1

○ ○

2

1

2

6

7

9

1

0

5

5

○
・技能テスト
・学習に取り組む状況

4

・集団行動の意味を理解し、他と
協力して活動できる姿勢を養える
ようにする。

・毎時間実施することで基礎体力
を維持向上することができるよう
にする。

・集団行動

・体つくり運動
○

○

・記録の向上や競争の楽しさを味
わう。

・自分に合った運動種目を選択
し、生涯スポーツに繋げる。

・勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い、技術の名称や行い方、体力の
高め方、運動観察の方法などを理
解するとともに、作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開す
ることができるようにする。

・体力テスト

・ソフトボール、サッカー、ハンドボール、
バドミントン、卓球、トレーニング、バレー
ボール、バスケットボール、テニス

42

45

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

①技能テスト（補習も含む）
②小テスト

①ワークシート・レポートの内容
②活動観察

1

1

・技能テスト
・小テスト
・課題レポート
・学習に取り組む状況
・ふりかえりの状況

運動の合理的、計画的な実践に関する具体的な事項や生
涯にわたって運動を豊かに継続するための理論について
理解しているとともに、目的に応じた技能を身に付けて
いる。

自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解
決に向けて、課題に応じた運動の取り組み方や目
的に応じた運動の組み合わせ方を工夫していると
ともに、それらを他者に伝えている。

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう、運
動の合理的、計画的な実践に自主的に取り組もうとして
いる。

学

期
月 具体的な指導目標

アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

配

当

時

間

評

価

①学習に取り組む状況・ふりかえりの状況

評価方法と割合：

実績（実施日）


